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序

111ノ井川口・南野遺跡は当市を縦断する西海道駅路推定地に位関して

おります。先に行われた山ノ井川口第 1次誹l資.では道路遺織が雌認され、

奈良時代を中心とした辿構・辿物が確認されており、占代道路の姿が徐々

に解明されつつあります。

今次の調査では山ノ井川口遺跡第2次調査で同じく道路治構が{I在認さ

れ、山ノj=j:南野遺跡第6次からは占代の滞状遺構カ号館認され、 奈良時代

から平安時代にかけての生活の一端が煩間見えてきました。

歴史を顧み、先人たちの技術や知恵を学び得ることは、現代人である

我々が現在の生活に役立てることは勿論、和-製ある未来ヘ伝え残さなけ

ればならない責務でもあります。

本報告にあたり、地権者並びに関係者各位に文化財へのごf~~f(j午、ご協

力を賜った事を深く感謝申し上げます。

平成20年 3月

筑後市教育委員会
教育長城戸一男



例言

1. ...þ:l'~は平成 18 年度に筑後di教ff香u会が1i¥I/Il( ~llìWJ 'jC業として行った山ノH川11泣跡J.fl2 :tJ¥品hi:、平

成 19 年!立に行った山ノ Jl: 1 .(.j ~1目立刷会f16 次i淵内の11 11蹴文化H~づ~~Ii1!訓f't制作i!?で‘ある。

己.~~j11 1!ぷI3ti&び/1'， I-)rl物の'Ji，vnは'11;日長di数行君U会が行った。11" 1:辿物、 |χ|げn、万lT専は筑後di牧市
~LJ.会でtl'i此、 {~r\; している。 1~f)id ，Ult! :í!'i，*び世間作業の|見|係行はt.fLI 1世にiむしている。

3.4i，11に仙川したl火11五iの辿榊|文|は111ノH川1lill跡をL:H~誌 に， 1 ，ノ )1;ゆj~fJ自跡在 117村111 兵 (-が作成し

;u物の完抑卜 rt~ I'}は(Il~' ) iê興，'f立化111 研究所に業務~，t( し、 \~:U'll&び?ì! fllJは筑後di救門安tt会が行った

t!.小;1!?に仙川したlU附 .)ti物の'1f 1'HJiH:!~は U，卜 11 i村がuった。

5. 今["1の~I，J ftに)IJ し、たìJlIJ: ，1内側は'"ノJI:川 1 IJ11跡は 11本州地系、 111 ノ JI: ， WIIY，辿跡は 1f t抑制地系を J，~巾

としている。

6， ~川1~に山川 した辿村I~O)点/j，は以 ドのIn~1;.による(筑後diにおける]'I!J波文化U1'の取り扱いについて:

2002にfV¥拠している)。

SO i，'t'l SK l:lJI:1 SP ピッ ト sx 不|リj}自制
また、 本立'"の/1¥1:辿物について()x()のぷo1L!はIIIuJiのIIf能'門:が巧えられるというぷl出である。

7.本"}のÿK'~は 11 1 ノ}I:川 1 1)山跡を 1 :村 、 111 ノ )1・ I '~j~!r辿跡を rlj中村')~1 J:った。

1 .訓1"r.経過と組織 ・

n .1u:Wlとf，;:j杭 ・

III . ，U，~ ftJJ比県

山ノ)1:)11112次 ・

111ノ川市町6次 ・

リ点|火IH)i

Il次

.2 

-3 

-21 



J ，調育経過と組織

山ノ)1:)111 1辿跡第 2 次IV~jff.は筑後diよ乍111 ノ )1:， (: J 111 1に1fT(1:する。杓J比7イ1::I 1 ) IにIJfJ克郎|胡円であ

る1:111~'{. 代一氏より、lía剣山についてaJ-~~llîl • @í，l:~，~ ，U;'~ti依~~iが筑後di救tt -f;5U会に担/1\ され、 11 1可。出である

社会教ffJ民文化スポーツ係によるiW山でのl拭品Il，vmfiを'_k施した。ぷJ1ii!1弧，jtiのあJ;!品、可il京地全域でi自制が

雌認され、 Im1~による 11]1版文化11-1・の取り扱いについて協J砲を行った。 、 I'I I~主J'山の約 356 mについてみ;訓

汽を克仰するととでfTぷし、 |吋.U~~ • rI jのトIliU)J'JC混としてJ11内を行う'jCとなった。

111ノ川市町正l!bJJiZi'16次訓J1小f.は筑後dj)ぐJ<山ノ)f.î~ r{<J肝にr9r(Eする。、11.}JX10イ|ミ6)I に IJ~1 1~)J;i1"1円であ

る納骨liilll:氏より、1'1品j世について，Mfntl .lì能。問、訓h'Ï依恥:i7J~筑?を I Ii靴ff母u会に~'hlH1，され、 il!、''111.別である社会

救行訓文化スポーツ係によるn~地で、のぷ~1i1I IU，'il汽を実施した ， ffst~ÍlilのfJiJ仏、''1 11生地全域でi立桝がlillL問、され、

1m先による}'Il版文化ll~・のJIX り扱いについて協滑な行った。 、 ''I it京地の 38 n1について本l削丙老夫施するこ

とでfhほし flil ・ 山 ・ rlïの~11i 11)j 'F ~~ としてJ間内を行う 'jÇと な っ た。

)~~II1IIU，\j ff.に|処|わるIjMjr-r:刺i織は以 下のとおりである。

1) 'I"}J見18イI-:}は

総M

Jl!~務

ど)‘II.}& 1 9 イ I ~ J.:U:

総~，~

3)光州!11ff.j内参))11tIi 

.l'1!!，eイfぷ

4)略.f'll作業参加行

教ff以

数行日1~1毛

社会教ffi訓i毛

文化スポーツ(系民

文化スポーツ係

(文化財~'f!、''í l限~D

執行j云

教ff郎氏

ト1:会教f1，間以

文化スポーツ係民

文化スポーツ係

(文化M-tl.!、''11限lD

lJp:i i ーりj
平野 IElli 

11 " l' イ京 ・
Jヒjよ}鈴淀
ノt<)，~ j号徳 ( 'HtJir滑te-tl!、'i)

小林凶作

1:村 (tf l' (111ノ)1:)111IJij跡m2次冷;訓Iff.W、''1)

仲'J比fI{1:自IS(..... 6 ) J 30 r 1) 

城ii '~J 

、11.出子 ，Elli 

111" ，僚一

Jι':，~鈴埠

ノk川秀徳 ('Hliir帯内十I!、''1)

小林凶作

|ニトJ iJ~ 1: (1 LIノj判1111辿跡第 2 次世I~告 ， lHll 、 ''1)

， ' f~:-J rll~ J" ( 111 ノ)1:州日Jfill~1li加 6 次調内 ・ 制作mll 、 ''1 )

世間作業Li 町11 "，'1 (寺山fll'lWI ll，'i (.原作/.
5) (日イ)元腕、子文化II.rOf究所
IvrJtU flJ 1、何 ILt~ -ur~ 

克iJ!lJ. ((I ， t~ Ij '，t:，~ Jj)J f {'I' 文Jぶ 楠J1: Jq!絵 丸山怖はず

，Dt¥Jft&び幣}'Ufr:~誌に際 しては次のんー々にどJ円将、どお("J.;をn~った。 記して心よ り感謝1:] ， し上げます。 (}I凶

不|司、 l故，#(1111持)

'I' ，I;;~相次郎、iJIN'{， j'鍛 (λ;雫附111救汗盃U会)、 小鹿リ序列(筑紫野市教行~~l会)、 小仰木r~IS (久間米

市教行長民会)、木本部HM.t(民附外1"1 ~;ltr;v.W 1大学)



II.位向と環境

筑後rliは川崎県の南西部、筑紫‘11.!llfの111火却に仙1?1する。l打械をJR鹿児山本線とlr.lill209りが縦断し、
Ililili442りが横断する。また、 dil判阿部には一級河川の欠部川、 111火部には111ノH川や花;;吋11、北部

には.0 11川が州市iする。 111北部には.Lf納山地から派'1:する八矢口ー|域がIHjに~び、 拘iimmの湖池が点在す

る。 侭ú'i.ÞI;j状地である東部や、低地である I~j 1'~r111にはj辺業水路が先述している。 、 I~rI jは以内有数の瓜荒
地fi?であり、 Jヒ自110)rí: 1境地域では*樹I~llや~tJn、見~ì~11では米長11 1心の川1~lIt山市が11;がる。 市街地は同道

に?件ってdiの"1心i刊にj移h比されている。
今1"1制位するμ附地区は市のほぼ"1*に{fflit[し、近年はい，11江209口-に治ったJ阪で・dHJ.T化している地

以である。

Fig.1 西海道周辺嗣宣地点位置図 (1/50000)

-2-

1. I/~沿道跡 (加 2 次)

(久1i'1 .j';"j~ltUj"h't側1・，，11 11\ 14011.1 19!181 
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(.!AI量'1' 主化111・凋 rtlW~'f .4m 似)1.11 i!()05) 

、 3.111ノJt-川1Ijtl跡 Cinい 2次)

l!l¥f骨'11え(ヒ1Ij，凋I'i制1'，，IIl:O・1511l201m 

4.111ノ)1:1削11辿跡 Cin3・4次)
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5. ~Jl lI 'I '.ヶ池山跡(加 2 次)

MJ山木)'.iノf'JJrI跡
<"lIlt，1t './;Iヒ114川内側i'，~'$首~36 fJ¥ .!()()I) 

6.削11P 11 diノ時泊跡 (抑 1'3・4次)

(lStl~，" ~ILUIAll(t州lh ，崎市145 q\ 2001) 

7.附rlllllノ1-:辿跡 CID1・2次)

( ~Iもli Ì( 1ヒ1I!~I'dll:'"IJ首1'1 Ul IQA71 

(~I量，1， ，， 11:111刷 ~[IU:'"II:n2:! W IO99) 

8. 1'(rIilt何11ノ内辿跡

(lXi~，h ~ILII!訓 n鮒{1(mll~5 1ll l!l則的

9. ;Jヰ犬原油aヶ ~Ir辿V~;

{明1ft'"立iヒ111訓内側i's内司'4時11¥2(lO:1l 

10.中JR様Ijlltj辿跡(郁 lι5次)

t抗1量。1，えILUJ.I1(，制1日，1}司"17W 2(02) 

(:r)Uを，l1o/(ll:lIltA(r判H'o!J前日51，ll 2(05) 

1 1. ;þj点以Ij IJü辿跡(抗 1 ~ 4 次)

{筑f量，1，.:(ILlIl岬1't側I~.'111'¥ 17 W 1()'l5) l'Il 1.2次

t筑後，1;主化111 1凋内側~tl，IJ割'6511ii!(J05)司¥3)~ 

12. ~l;JR時中ノ JI6h泊跡

{筑1島tll_:rfヒ11ft別内科J!'"日明12'1 Ul 200m 

13.徳久"1ホ1I1)fi跡

(1l(1をrll¥:t_(ヒIH制作州仏"，mI!)制 19(9) 

14.白川Itnノマヤitlij;

(li!ltlh~(ヒ111凶作側~Ir.1}司¥80 fJi 2007) 

15.111ノJl:lti肝辿跡第6次



III.調育成果

uiJノ)F) 11仁l追跡第2次)
(1) はじめに

調査は、IlJJX18 11~ 4 R 6 Ilから行い、平成 18{ I~ 5 ) J 26 11に遺跡全体の明q1'I.t貞行員協終n去にIJitJ，}
引渡しを行った。凋宜保呪況は11J馴作地 1 ""に雌 1 :な行った!]l.t山である(訓汽11，'1'は I，!~ 1-:の半分は地権占、，tfl

びに_['m民l係行の立般により撤去前)0 IU，'iJfl:IJ(，iQ)とは却1;1-:の都合上、反il記1~，littを行っている。 北半分の

訓内を 5J J 2 1-1 まで行い、 ín機による以'Iiú作業を縦て，~l半分を 5)'-J911から 5J J 26 11まで訓告を行

いン己 fした。辿桝の品iJj'iilは掛(ft<1よから辿梢I師まで‘を(イi)徳)'{:.ti!，没 (代長 橋)1¥徳)'(:)に委:托し、 }tl

桝1Mからは地ぷ作業口による下作業の~111! I'íIJを行っ た。

f，'{j、川1"'U出は平成 101ドl(f.に行った11IノH川IJJl1跡加 | 次。制作(?町?をdi文化財品11if.IJi 'j"l '悶~ 45 * 
2002 "1三)地点の北|持陵地で‘ある。

Fig.2 調査地点位置図 (1/4，000)
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J不n.、!.u己 1 :日片側!s ~'iJ'， 、!以.l以l~1I附(r! {イ行p剥I~向削i旬判WリωJnげ1
IJlj引刊n側)[1川川[IJリJi討/I't1 
S005 (Fig.6、Pla.5・9・11)

， U.'.I1"f. 1メ. IJ Lj fllllで検/1\した榊状のm梢である。 験/I\l~約 1 4 .5 In-'till'Jる主(llili，l~lか ら J.U!1lI1の附l (i i ì'~i lへのなち

1 :がりは附認できるが、 I'LjfIliJO) 心:ち 卜がりがI，r~，訟できない。 問1 (liffllか ら IILj!IliJ榊であろうとtみ込みが、そ
のJ~ IILjslIJへ続いており、側削のー日ISはtllj1tの幣i也j刊により切られている。 1:}¥"'I仰れから例17mであろう

m附 (S・ 1 4 、 1 3) を陥必している。 泊物は~!1)よ(制mLl'，-、 |市li脱却1，が/1¥ 1.している
断I@~I

L↓.t 1'li"l tÎfJlllh't'lに快まれた'何ImtJ~b~ l (lj~flと必る。 附 Iflill'I，1はがJ7.8 rn (IJlis[llhW ¥Jぐち 1.がりから点nUJh'，'l¥'，:ちl'

がり)を ijlll る 。 b~1M tHIには峨々な出跡が伐されており、 IU.'~ (句では 3 印|附に i'~ るぷ|火1 (I~、jな附 1(llfb1~誌や作

仰にfl':う/jl!i1:出跡を陥沼している。LIJNJに検11¥した加3段|附から制作するo 11品、これらの瓜跡がJ且附

山川 11，'" に j凶行 1:の縦断:であるのか、 または附I(Liを作る作~による出跡なのかについては後述する。

加3j:Q:111与(担当I山)1'・'1S-6 ---9・11 • 12・21・22)

i: ，こ，U!.Iff.1よIllj(JliJで検/1¥した幣j山)1"1である (s1:附仙式首1い 3-61川、 Jヒ，J.'.If'eI.><Jじ巾 l'11"'1 m6、8・

12・131\~1 、 IYi品I，J内 I;(~ I十îll~ 1:肘m2・9・15・17・181rづ)0J哩J:は砂tl系と払lift系のrlJ什l:である。i山

附(I'lwtとしては附[(rI1)可 íllllの側削椛広m~以州に (I'lWl し、 ';~ilは路|而;郁を切るように検11\ している。

I~l情的 lJ' 内海 目廿トl; il'tt叫11もり l'、I 'r~
目1)01 i!'l附iWtI'j'I!!JIl'IUli I :~ JI'I郎社.'tit'iil川fUlli/l'i(/) fHlか?(IiJl. 
1tIt'? 11 jm持il'H的l川{1(I)l11¥(/) i:lIJJ‘? (，111¥ 
'I'fi.ソ l!i 'λ汀4

'11そ'11¥削 {沙 ~( ，1':) l(i Ill'!ソ機椛J，U({'.1¥'1μ1 1'11 1 /1' '.'ー ノパ状区中'J:"~j'~跡
日IJOh ifl If，iCIJI 1'4 UIII情 17 ~I ( 'I~ 1.IIIiIR、。

f}! 亨J1T. 111 Ilt) r; !糸 fl~ IK itlJ '~ IHlfIl-d 
CJj♂ び 宅m4 '" l止 Rml '}{ 色~'，I，代 l |日 ，'!4 }-<~ 、(/>ilH町rt1 J蜘
i'J.iC' ひ.n世! '11 111:) IIf 1 :t~色 ‘j;l，'I.'J. 1 lI't'，'[ 1 il止 20 川'J'~; ;却も嗣
仁当も.，se"e i'i び 間j也 111 IlJ) 11 rl火当証I1，. 1 21 ，、(，・'1、脳列目f
日1)01・05十パめ ニi1u持~)\il.tt~ :l2 目先的I令色{，'，
I'tI"JmM ('1' 111.) 供LllIi'T質 1. :l:l 11~ 1/'{1人 !I)jl l(tA' 1 j馳
1 ~IIUI5'1 (1ドlli:lJl耐火褐色砂'凶 I n快色司令hfU('I，糸

Tab.1 遺構番号台帳



t弘、

，--; "c.よノ~と三功
一一一../ '¥斗ノ

^ I h"H~lパ 1.淡!，lUí~色 I (~r.h"1) 2.淡)，1.1色 I(S 1 J.i!OIIJr.Il) 3小砂償制 4. (S 2) 5. 渋J.U~ I (S 5 MIIJiflr) 

G.淡}火茶色'-(~ 5 l'lJOI1Ii，'，?) 7. (九 5a) 8治色紗 (S 4) D!H色名'， 1'小{沙側 10.小l沙織附

、~".1I8()
" 1!'i，M7t1 

¥. ，r..87tJ 
v・ .1 r;.XB~

( / 

'(2:1斗7S

¥ ¥ 
北
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鯛
査
区 一一斗迎.O..!1Q

。ヘ >'2:1.1115 

(問

。 10m 

3
-
1
・5

代 ケJIK L-

B I川悦.1¥ 1. (S 6・7) 2.淡!.U色卜 (S I ~!側tt\'i) 3. (S 1 1) 4. (S 8) 5. (S g) 6. (5 12a・12b)

7. (S 21) R. (S 22) 9. (S 16) 10. (5 14) 11. (S l:i) 1 と泌似状のìill制 J 'J~~ (S IDJ 

13.中IJ突状爪跡 ($ 20) 

Fig.4 遺構略側図 (1/200)・各地点土層模式図
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5“日
fj，u 詰t使い砂別}
7115 
11，"・1
1)"‘It抑i'I州事L、}
10" 7 

SDOlc 
、v

1--ー-・・

SD01d 
111 1 
I，Z・11~ 2 
:1附桃色鮎111
111.1; 
rii・1
fi 0 1 
7抑肌色帖四"仇色料制}
Ho7 
1)凶"
I!)自由舶色静唄 l 

、v

i~I-r- t一一l 2m 

tN2内|桝 (S.4・21・22)
Flg，5 $l)O I 'k削11火1(1/40) 

'11機で以内Illa(J 11Jh'1~を(i'(Ií似し、 その Id!ÏfJ!IJ h'，ltに出まれた官I IIJを手作業で~Rrl り進め検/1\ した小(， ・l劇作であ
る。uこ.JtfJ!llo)訓舟1)くで検/1¥され(附|χ1$.4、AI:J¥'tjf日式出8・9}I"1， B J:川悦J¥ID7・8川、 Jヒ，制点1)(
l判明1:州知9・12.....1 5 )\，的 、ぷI~I (I"Jに小イ 1 ・ 1擦な I撒いている」 もしくは「赦いているJ 状!酷である。

との小イiIIJ:のfQ1:はA上町j悦式加8JI"'iは砂町系でm9)i"/はやや私'j1'Il:系で‘ある。小(i/tj:のIjif立につい
ては後述する被板状の1ill続 1:臓η:のJj1.{I'zにれうようなj移で検山しているf，lii/9rもある。
i.l}1段|梢 (S-19・20)

S 4・21・22を|徐よ・した附I(J1J''iIS 0) ~明 1111に作イ1:する人為的な崩II [.泌である。この山跡には fi位似状の

辿枕 I~脱J (B U'・"1脱パ第 12}¥'，'i)と r~nJ突状縦断iJ ( B 1:11'，'，械式m1311"'i)があるのζれらの先後凶係
は検山1Mで、はIliJII，'(に検山しており、同り介い|出係がはられない。波似状の辿統J:!Jmは附1(lit1lsvlj，fJllJ寄りに
何~Wtされ、それ以外の部分には中IJ兜 1:出跡がはられる。 JII! 1:はHに砂町系と払Ij'('!系の出作 1:であり、 |凡i

slIJ榊であろう S・14・16r~上に近似している。

イミIV JJ，Cl制

SX02 (ドig.6)

北側品，~f'f.þ(で検/1\ した出状の辿榊である。 lijßlll ，]，~合f.Iべでは沼地肘を切り込むJU榊である。 i立構の形状

がイミ't(iEで幣地の一部である「可能性もある。辿物は iて(hli~~!!~) 'iを/1¥1てしている。
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A SF10(北側調査区北壁土層)
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I.L20m E 
上肱t
2鏡革知色1:(包台幡、
3.崎思色ヒ
4.晴虫色1.1鍵色1:-'<.，
5 it<*-拘色k
6.1"1華締官!t
7.醐虫色t
8.J巨悔色紗ftt
9. t量J釦~色1: r釘 F砂町}

s' SF10(北側調査区南壁土層)

ーキー?ミマ
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E f-4ー~ペf 一戸c;r-
ーー-・a 一一

10.晴叢111色f:flif砂震B
11灰怨色土
12崎忠縄色上
13..革銅色tll:A色飴RI
14.1l虫色土
15議議色士t革色鏑混1
16峨魁灰色k
1;4暗虫灰色t.備色t盤p

UUl灰色士t包含自}
2.瞳灰色絵慣止
3狭通E梅色士
，1.灰色防費土
5.譲続色給慣t
S崎灰色絡ft1:
7.使金信明上f償白色絡事〈誕】
8..車両正基色砂町土 J 
9鶴来灰色縞慣土
JO.灰色縞rttf貨鱒色信紛
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網羅m
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11.凝灰色枯慣上
12.鴫博夜色鮎慣1:(革I色砂‘思色純割、
13.晴嵐褐色鮎質tl小砂鴎混J
14.鈍褐色佑"11'1.標語tJ
15.噂灰色tr砂旬、防n誕h
16.1:11華灰色砂町土
l7.紙同色上1跳慣土、~rt上III
18.l:t革色土{償訴色砂.防費土製}
19.君主蝿灰色鈷'!U
20回線A色 tl小樽.UIJ¥"事量に含む.哩J:.b'硬質E

ノ16 ー」主ニ宝生L

7ムム寸吉卑ι一二とこEむ主手ご百 三 三 L ー/ーーーーー一一~一一」三一一
1 11 ~一--.L..二三主戸 """=ーてF 18 

SX02 
13.8伽n

W~里美-Lづー_F. 目制側色u砂蜘
.......... ミ員三三三三三三予".，. 2.譲艇!I-~色u砂町裂A
3'--ー←;; 3渡来III色 U砧質l:UI

4崎議肱色砂慣士11<l'肱nU!1
5崎阪色防ft上1嶋IIJa色l.iIll

SX23 

。
E 

@~ 

。000

14.0()田

1.崎放虫色飴賓t(侃色小プロック!IH

Fig.6 道描遺構土層図、他の遺構

。 2m 

1.晴!!l灰色館
2鏡忠灰色結
3.llSl灰色砂4鈴温，
4.j]ii続虫色袷f管干砂誕'
5.園島銀灰色上f診、Il-分含I
6.原則色。1S-12bl
i.fIe掲色隙
8..1絶妙t和‘1
9 .~阪 III砂

I.IlUl灰色土t包含輔h
2.i量延滞色tco償1.①
3.譲灰色絵慣土IJ・白色積土少観量l'
4.噌灰色給健tc僑②
5.灰色鶴賀t
a灰色特質上。質向色結tJ'<混}・~
1.鴫反革色紗胃上4山・より砂E軍属'冊@
8.議義援金歯慣土4何突我f(・1

10.咽旗色砂tーS-14引
II.J!l縄色砧¥SトE加
12.暗灰色砂t航、砂田......S.I.II
13.版制色蹟
14.議事補色脇
15.旗康鈍色J:I随色小プロヲタ誕1
16.議制膜色上4隊 I:?)
11.剛院白色砂
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Fig.7 遺構全体図 (1/80)
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- 7帆同点'~~ uo~?8 

cl 

郁1;祉問陣織111附

X.2凡1M

レ
。

i=="'"":1一一l一一1

Fig.9 路面部第2陪階・第 1段階 (1/80)

-12-



πリ樗，
eo --
Fυ 4
 
v
，
 

i
 

A
U
 .，
 

o
o
 

F
H
U
 

凋
H

・
V

・.
1
 

ρ
0
0
 

ぷ.23.峰立

ぜ一一三

《二工ヘぷ

。 5m 

Fig.10 路面部第 1陪階完掘時 (1/80)

-13-



SX 17 (Fig.4・16)

IMliJ訓，Jfél;(~で・検/l\した辿続1:峨lrtで、ある。 辿梢は ß I:}¥‘・j叫式部411"'， (S-8)に切り込む。，n・5つのピッ
ト昨をなし、 」ヒl珂から南東へ，Wぶ。ピッ トは長州で約0.35m 、 ~111Jí11tでが10.2 ~ 0.25 mをH!IIるo!l11 1て

は砂n系と事Iif/~系の灰色 |二である。 治物は 1:(1市山小)~ーのみである。

SX 18 (Fig.4) 

I'H filll ，抑制メで検出した辿統 1:峨lt'(:-Cめる。辿附は SX17とllij慌に8 1 : )I"'if~!;"\î.fi 4 JI"'I (S 8)に切り込む。

!II!卜も SX 1 7 と川椛であるが、 j立川氏川でl沙~1系の11 11 1:になる。，11'4つのピッ ト仰をなし、 JtlJljから1・旬

以へ \H~ぶ。 ピッ ト は L~'lilhで約 0.3 111 .......0.8 m 、 ~'\i. lJiI11でが-J0.2 rn ~ 0.3 rnをiJ!lIる。j11物は 1.r:，II間j不×肌n・
を/1¥ 1:している。

SX23 (Jiig.6、Pla.16・17)

1'1十川ト

J :)川¥"'1川‘、l'lti付，ti川4見」ベt加7)附併 (ωS-2引1)上、 J点J収ミH日側Jli同川附IIJ附リ肘州m榊h的?州!I州州11唱Il1:υ;メ』こ切切]り込む。，11220)ピットを附;，iZしており、J tlJljからIv，j!，Uへ2
州悦州している。ビッ トは長柄"でが10.4 rn ~ 0.6 rn 、~，i'l[tllで約 0.3 rn....... 0.4 mをil[llる。ピッ トを刷り込

むj品れ!で道路辿附s l:h'1脱J'\~~7 JI"1 (S・21)の小限を)~I火In/~に 11:t;ぶしている。 jl l! 1 :は IIf~版~.U位取li?l l :

と此色ブロックである。また、 以(JlIIU，'l1・に検11¥主れたピッ ト開J:は(l(IJib?!'1!1.と近似している。)山物は鈎

J!問団~n'、郎j十、 l:nlfJ(，~) Tを/1¥ I ~ している。

(4) /1¥ 1:辿物

道路状辿村w

lUflllli，W 
SOOI (ドig.J 1、Pla.18)

~!'iJ!~ (，~ 

対 (1) JJ'G'~iS) '，・で r'; 1二点んだI*Jrlfiipqf'Jmの ".t:jfÌ'を1It'，り付ける。 }ポ色を 11l し、 1itlJIU辺Jd~~fo

1:(llli加

小I~VL)J'(，M (2...... 4) 2は11紙 I~ISからiI r ms)'，'で ~'1?t色白を叫し焼成不山。3・4は{本市川で4はHfr卜焼成

J~に 2 と l'iJ ・O)"f能性がある。 HにJj'りでが 片: し く 1出1~11需は不IUJ。

ィ<1りJf別"11" (5) ~~hのような山形を IA し、.~ィしがある。 1J'UJ民不以で'1:仇けの感がある。胎1:は 1mm以下

の砂利な汗む。

IJLi (llil h~1 

SD05 (Fig.1 1、Pla.J8) 

~l'~J!(日lJ

1111 (6) 1 1作 15.8rm、日誌，¥'/j1.7 cm、 Ij'~1王 J 2.0α，11をlHlJ る 。 ほぽ'./ê}陪でlりJJ.必色を 11 し、的)JX;虫}!:やや不良。

}J'G'1IS外I(IIは n1によるナデを/出す。

1.(IIIi山

町、×航1(7) 1"[線的に立ち 1:がるIIUから体mSJ'，'である。IIh1二にJIミ色村(-・を少11tfTむωt.J'fl点イ4以。

SO 1 3 CFig. 1 1、Pla.18)

U:'li~~ 

製 (8)1 1付(flS小川-で淡J1モトu色を日し、 IIN1:に1I1lll1t'，~肢のイ i英、 f'J I~I (ÎをfTむc 焼成不良で，U，III ~同はイミ|リ J "

路l而/'HS(加3段|桝・S・6)(Fig.l 1、Pla.18)

1 :r:' II (，~ 

制 (9)1 1純白IMi'1IS)ItでI1 !d 111Sに ~JUI 1を仰す。 外1mは~.l1uTI浪 と縦JjlliJのハケ 11が伐る。 1 ' 1色村子と fIJIXJイi

を多く itむ。

.1L~~ x J .rllli制
相!(10) 1 1Mから体行I~にかけてやや内向する小J 'tである。 If号fßが押しいため，J.'oj~;をは不明であるが、!治

1:はよく制選されている。

- 1-1-
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Fig. 11 SF10道路遺構実測図 (1/3)
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磁~~

l凶 (11) IliJ虫却系汁磁のrl結n.で・ある。|人11mに沈縦、外I(fiに櫛日を施す。

断IfIi:~iS C第 3段階 ・S-7)CFig. I I、Pla.18)

刻J以総

説 (12)11細部小片で、端部をつまみ/1¥す。IVlJ引をはヨコナデ、!的ヒに!以色料{を台み、 i辺)1:焼成良針。

l;f (13・14)13は1-1綿小片で、 l附1:に令制沙軌をfTむ。lりJtl灰色をlglし、迎;e焼成政針。111はj底部)1-

で111if?符 6.0rmを測る。 |折Illii並行形の111if? をJl.fiり付け、 J忠告1~ ，，1*に穿イしの 11JiiEnがある出納;を伐す。

附l (iif11~ (m・3段|梢・5・6・7)(Flg.I 1、Pla.J8・19)
~Iül(~~ 

t;J (15・16)15は1I総部)'.-で叫，lnilを Ili~ くつまみ / 1 \す。 JH粍が円:しく IlJt'd'併はイミ|則。 1 6 は"総部) 'ïで~iM

f111を附くつまみ11¥す。

何 (17--20) げ ・ 1 8 は底部}'îで、やや外に』j民り/J\すAIf?をWi り付ける。 凶行II"I~がHに火ぶく れを

起こし倣制している。19はI1*求f刊In.で!的!こに1'1色料下を合む。20はほ俺9.5cmをIIIIJる。休部はヨコナ

デ、 j底部外11(liは不定Jj向のナデ。 jほf:11はJf~将が皆しく不WJ。

IIlL (21) 1 1徳川.1cm、 ~~Iúj 1.8 crn、Jir.:作 10.8cmをiJIIJる。体制iヨコナヂ、 Jj'f;'fll内1(liナヂ、 !応部外1mナ

デで，~，'，Pf特する。 1Iì'11版印を 14 し、悦Il見迎)l:1~~f-eある。

I :nln~ 

持 (22)1 luniWïで~:hl怖をつまみ/ 1 \す。 Jf~Hが門しく ，UI，I'ß島はイ，1リ l。

j;f (23) JJ'onS) '，'でIIhI: ~こ亦色料子、 砂利をj"r，む。 | り HI~茶色を 1 51 し焼成不出であるo

~~ (24) I 1紙l'liS}T で~:;':l'tIl在外反させる。 J州、bが門しく訓悦はイ'IUJ。

ム[日トi

椀 (25)1 1紙;'iiS片でやや|人1r.flJ気味に1'(.ち1'.がる。II Hl~ISから外l而にかけて瓜色化している。

{滋締

腕 (26) l'i1>込ZR系m滋I~である。 |人川liに車1Iい沈K~を施す。 内外lúiに山人がはられ、 制lは透IV JJ立 ・ }'tì)~

j立が11.1jい。

I~ '山川

相J純，，[(27) 11'(tを5.2........5.05 cm、JI，lさ 1.8cm、IT(さ52.2g、" 1 ~よとの穿イLf11S分筏 0.6011をijllJる 。

附1(li部 (ID3段|附 ・S・8)(Fig.1 1、Pla.19・20)

紅lJH~~

f.if. (28 --30) 28・29はI1制;'iil}'1・で削仰をつまみ111す。，UM執はヨコナデ。29は!lhI : ~こ !.U包純子を合む。

30はII何 14.4ClllをiJtlJる。1別地はヨコナデ、 II総~1;.:mSを n下つまみ/1\す。仇h見逃j乙aUf"

師 (31-... 33) 3 1 は 11紙l~~l't.で |人-l tflJ気味になちヒがり I1縁部でやや外反する。 IU，'，1燃はヨコナデ、内 l而

にイ i機物であろう {、J'~・7が見られる。 32 は成;百I)'ìで院rr1M阿j(l)路の尚子?が叫り付く。33は，¥'Ijfi'ft;9.0 cmを

illlJり断的iV4[(Jmに近い1白台が';l~ り付く 。 l伯 l:t<:J.U色粒子を多く 7Tむ。

バ1ft(34) 1長矧101のiJi1iilからIJlIÍ11~I)Tにかけての} '，-である。阿部に沈線を施し、 |人HMはIwl心|可の、'iてiH以

の上からナデを施す。外Itfiはhrmsから1111111'111111火にr'1然'111がかかりt加盟はヨコナデ、 slIIIf/rll ド、I~はヘラケズ

リを舶jす。

イミIVl'叫ん"(35)必の)[;状に近似しており、っくりが綿い。訓幣はヨコナデ、 外的iは111'1-* 11{色、内I(iiは

IVI-*Jぽ包をlEする。焼h見逃}C良針。

l -.fllli~~ 

Jif (36 --38)全てj底部}Tで肝粍が押しく訓桝は不明で‘あるが、 38のみj応部ヘラ切りか。
政 (39"'"41)全て円縁部)'iである。38は外1(liヨコナデ、 41の内1師は峨ん・lillのハケメが比られるが、

他は附粍が持しく 4制執は不明である。

附1@~rlS (第3段階 ・S-8・11)(Fig. J 1、Pla.20)

刻}[{加
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路面部(第3段階・5-12)

-Fτ¥  

.7て
路面部(第3段階・S-9)

..."， 

;_.I，" ア
|路面部(第2段階・5-21) 

5' 1 ，1了

.l-~_ 司、
5H 

路面部(第1段階・5-20)

_. 
--1ア-Y三?マ、ー

はじ側調査区南壁土膚第13圃

~ l A型曙" -Xιー60 
。l

日2

北側調査区南壁土層第18~

J‘-.' ---.:~一一 二週hR7 66 

-'.!#~ニー三'里二一= ¥両2t
69 70 7' 

北側胴査区南壁土膚第20膚

1~ァ

一一一塁同

〉
7日

、一二一1 4: 
表土

\_~二_:，J 。

| 二二;弐一一

一支=一方二

ζ 

10cm 

-ー

7k 

1グー

|診も
.c:::::. 74 

/? 
79 

Fig.12 5F10遭路遡柵、その他の遺構遺物実測図 (1/3) 

説 (42)ぷ)j:fflS) 'iで、外耐を1"1'liiヘラケズリ、内1(liをヨコナヂJ荷物する。11日以色を"tし焼成iは厄良好。

I:(W~H 

持 (43)r I材mS) '，-でiJ:;，:~~iSをつまみ/JIす。 Jf~粍が円し く訓幣はイミ|明。

到 (44)1- l fJ部が緩やかに外反する鈍n-で、 ÞV1t~-!.u托i 包を『止する。 Jf~粍が押しく訓幣はイミiリl。

上L以xl :rllli~H 

腕 (45)，荷台?を9.0cmを ijllJる 。 断litil並行形の ，\'Ijfî'が';l~ り付 く 。 !持耗が押しく訓H砲はイ~Iリ lである。 外l而

は|リJ~，11灰色、内 1Mは明白灰色を1し、 Jlfì 1:は*，'1選されている。

附I(Ij;'{iS (出3段i明・S-9)(Fig.1 1) 

~~~)よ(~M

何 (46)服部川・で底栴5.85cmをfflllる。応部外1(liは不定/;'1(，)のナデで淵幣するo灯'EJ必i越え良好0

4・'，i(47)摘みms分の小)'iである。摘み筏3.0cmをif!!1 る。 淡l疋此色を l，~し、 椛hX:.ì坦 fl;不以。

路I耐tHS(第3段|桝 ・S-1 2) (Fig. J 2、Pla.20・21) 

~!~Jぶ日目

師 (48-51)48 はかえ り の付し、た師身である。 1都rí\~はヨ コナデ、淡茶灰色を ' ll し焼成還元良好。 4 9

は，l1j台?を9.4cmをitlllる。両手t接地部分のf.tJを|自i取りした，'，':ihが強り付く。却!地はヨコナデ。淡215灰色で

ー げ ー



焼I&}辺元山9ft'50は体行ISJrで岐部の般から)/I!il11しやや外反する。，U，¥H者はヨコナヂ。51はほI111111・で，uifi

が)/111111t11Sより|人.1sllJに取り卜Iくn 訓悦はヨコナデ。

設 (52)やや外j記するI1紬ftrS)'，'であるω 訓官官はヨコナデ。淡*'I:){むを'Jlし焼成});dJG良好。

~iH (53) 1 l*j<f1iS小J'，で外1(11はナヂ、 |内付川l而而 1:;:ご、|ドそはナデ，V，¥削1

~昨!干明刊f内削1れ何川lげ凶(ti打H巾州川ì'計抑剖a?司司f刊刊1一~ ( 首泊~2f段位I~情 . s-之2J) (Fi 包，12 、Pla.21) 
~l1JH開

師 (54)1 1 付加小)'(で淵幣はヨコナデ。外1M附病以位、 |大;1 1 (ri淡茶以色をUする。 ~l[hIUhl)じlHfo

路市li ì~rS (部 1I没|明・S・19)(Fig.l2、Pla，2J)

~(lJ.H開

J不(55)1 1細部n-で品l快はヨコナデ。淡*)火色を， ~~し、椛li日i泣l己五~'lf"

ILt.1 (56・57)56は11ii1lSn-で，v.'H授はヨコナヂ，57は11紙日ISI~.でJ問快はヨコナデ。 Hに淡J14灰色をはし

;i;J't}i見j辺d; l~Uf，

イ三|りj別川 (58)般のj白状に近似し、 a:Mt1I¥/iつまみIHしている。 IU11必色.{f:' ，1 し、J1i!)~やや不以である。

1:(WaH 

飢 (59)1 1締1'11¥)"・で附粍が押しく訓悦はィ、|り10)Wrl'.にf(JI¥Uイiを;守む。

附1(lii'H¥(加 l段附 ・S・20)(Fig，12、Pla，21) 

3tiJよほ;J

必 (60)摘み符 1，5cmをiHlIる υ ， Î)，'H自はナデとヨコナデ。 淡J火茶色を '，~し、'}:j'êlJ足以灯、 i辺]l:1~1込であるo

J+ (61) ，¥':jhft 9.0 ('111をillllる ポんだ|析liiil!Llf(1J隠の，I'tifi'を11，月り卜Iけるf 淡*Yi.色を111ずる。
イ~Iリ j事~"II" (62)抗の形状に近似しa:Mi'1ISをつまみ/1付。，lMI併はヨコナデω

J ヒ{IIIJ.U，'，){è 1ベ 1~11I，~ 1:II'{iZli 13 )1"'1 (Fig，12、Pla，21)

~Ú)よ(~~

f.，~ (63) 1 1純から )~ J1:仰にかけての小)'，-で澗慣はナデ、ヨコナデでめる。 淡~J火色を '，lするo

北側II，Uo'Jft l~ I'~jÁI，t 1 :11'・，'1泊 18 Jc"l (Fig， 12、Pla，21・22)

;(uよ(HH

4よ持;完1(ω64 --66ω) 64は火反:)ハ1:哨行IS)川0;1.で‘外|州(1川IIは|川1川叫中'1小|ド1似へラケメズ、リ?後盆ナデヂ'、 |人ll(riはヨコナデ、 65 はbiiif{lffで，U.'rj~;宅は

ヨコナデ、 66はkJI:日1$)'rで外l而は1"1'liuヘラケズリ、 |人11川は不正jjl{，Jのナデ.。

j不(67.._ 71) 67 はかえりをf、?つ附身"'-で‘liC'f;11外 1Mをヘラケズリ、他はヨコナデ、68 はIW，I~t~はヨコナデ、

69は断l(iil並行mの，'，Jifi.{r!l，'，り付・けるc70は|折1(liIJLlf(JJ~の ，'，'，jfìをlIJ'i り付ける。 7 1 は I\'/i'{-ì内 7 ，0仰をfflljる。

川 (72)1 1紙:''iIS/iやや外以させ、休部内外1Mをヨコナデ、liEi'tl¥内外1(liをナデ川j慣するo

1 :(111'制JボxIIll (73) J，応部!'r'で附Hが門しいためぶl悦はイ"1旧。

イii山111Jl

( i鍬 (74) J日11(11イ l仰の鍬である。 !出1 ~f;ISが-t11S欠~L!する。 Mさ 2.9nn、Plさ0，4酬をrJIIJる。

北側，U'~1吋|メ|判明 1:11'・'/加 20JI'・./(Fig，12、Pla，22)

~ú)J.(H~ 

Jイ、(75)1 1総部j十で!J:I.l I'~iSにやや丸みをはられる。 訓恨はヨコナデ。

品 (76)it:I，:i'HS)'，である。制作15をht!1111させ、つまみ/1¥している。調燃はヨコナヂ。

b千(77)ρiti1を9.5cmをiJIIJる。1'，':ifiの叫:f1I\が外 1 (JiにつまみIl\され跳ね |ゴb~っている。

鈍 (78)1 1陀 14.2cm/iillllる。側部から"i内11内1Mに、liてli泌が伎る。外1(liは1'1燃料がかかる。

SX02 CFig. I 2、Pla，22)

l:(lIIî?~ 

到 (79)I I付加}'，'で引品川を)1111111させ1I竹内lに|市在持たせる。llfi1 -.に frll~f(ï、 小{沙軌をí1むo

:A<J: (Fig.12、Pla，22)

~Jü.!(~~ 

世 (80) 1付而は ー仁九によるナデ、外|市民tmと tJI，'JmsとのItl!出 I m~にケズリ痕、岐部外l而はナテ:;』1軌であるの
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(5)小結

-検山された道路辿梢の概観

今次訓内地点はj悟史地.f11!学で娃!;ιされている推定jTLjnIJlll駅路上であ り、ぷ品tl ・ 6面必，~'Jf需の段|栴で道路

辿桝がl縦i認され、本調査に至っている。 札制汽は狭い[~日制ではあるが仰J7，'，'1 と時1M;~~分をlíÍll al~ し 、 持冊。J

江1~有江ìri，父に係る痕跡が伐されていることがIWった。

IV司汽からは3段|桝による施に出跡が悌!認できる。 内向Illiの特徴をあげると次のようになる。

苛~3 印|附 泊附両側rm1rrr没i品れによる十九地および断1Mj'ffsまでパックするような""I!の桝j山lI"1である。

との11与JVIに泊附としての機能がイバ1:していているとは必定できない。しかし、 IIIノ沖仲間f辿跡第 3・4

次訓l内以1Jlllt，'，~のような、 1 311t紀まで 1 :地l，，(. ul ，jやr，'11 として機能していた。H例があるため、今後、 r)LjflllJm

j-'[[没1I，1JUIを*"11をすることが必叫である。

加i2段|明 以IILj11日側t，wに七~まれた空1111にぷ|火I (I~Jに小!操・ l際を敷いたl古iである。 Iリ l らかにIII路地成にn

う1(11であり、軟出J山般に対してのliI!iJ:出跡と巧えられるο 全体的に比るとljtf立で.J"hlえられそうな部分が

作山し、?をのj庇板状の辿統 I~J協のllH立と íf(なる郎分もあり、!.l1 2 段|析としてのみの快いがj町lí であるか

は~IHlとして妓る。

前 l段|明 白茶色の地山に~たれた断耐えJ成JUJO) LI~ ~JJの雌n:泌跡であると与えられる。 m2 印|情のIJ

傑)\'，'1を|除去した1I.'jlXで被板状の辿机 1:峨と ~l'J突 1:11'i跡、がはられ、j-'n1 :は!沙伐と私'ît'-l.の ìl~什 I~である。 ま

た、開1(Ij ;'tr~の'くさ問の"，でも特に 1)Lj !JlIJ h't'lに近い行11分で則汗にはられることは、)1.:米から!欧州j出械である、「

loill汽J山で附I(II'1' !.Aとから11Lj1J11J地域が:LI~ もj:l!l~1誌がlifu~Mであった様(-をうかがわせる。

① 

① 

~ 

① 

~ 

~ 

o
c
d
 

(1) 

ω路簡

③ 絡床

③ 路舗

ω側'"
@使fヒ土

⑥ 硬化面

(J)泊梅枝問凸倶跡

⑥ 剃突状11U骨

⑨ 渦1式倶跡

ddiピッ ト状飢餓

Fig.13 道路状遺構名称慣式図 <W筑後市内週跡群N 第45集より錨粋)

. )ìIW.布施に~i~跡の比!陪

部.Jf'tf山"f.islIJはtlLJぷ10 1 1~に山ノ)1:) 111 1辿跡前 1:九測すfが行われており(IJ'筑後dil付辿跡4ti:IV n筑後1]1

文化財，lMJti縦約川郡45!n)、報行の" ， で‘~f，m邸内Ji'!.fillh以跡について論じており、その}J，見以にれって今

次訓1ftのj北県と比較してみる。

(1)断1m 路1m他川Hキの而としては科段|桝とも処lli:しがたい。使用l国と断定で、きる山地として 「人および

11 iなどの通行出跡」 が挙げられるが、~ゑri出跡や轍などを検出するには宅っていなし、。 第 l 段|桝の痕跡

の~I! I:I"{ 1二、もしくは第2段|栴の検山|而である小限併の1I・(1ニとして必定することがIIf能である。
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(自問j末 路棉と，"5-えられる1m分0)1白|ニをJRしており、?fi2段|附の険111rlIT 11' L 1二であったと与えられる。

(3)附挫 苛J2V世間骨の小{探~I下を北!与とする。 人為的 ・ )~ I文|的に断固に刺 して胞に しており、，1吹加地盤である

が般に施_Lされた出跡と与えられる。、'idìの 1'!inJj立l，U，~f究明例の'11でも n例であり、筑後I'~府周辺の道路

;u桝にはられるl離航きに共通する出刷、のようである。

ψmリhW 111))1サ111I j1l跡前 l 次訓1ft と l~iJ .f;~で点側出は削として把~1~できるが、 I I\J組は Irnmllh~'1であるQ 。郡l

f'f.l出力、ら|判に約 150m O)rl!!)，'，(で111ノ川市町辿跡第3・4玖:l加内が行われており、 11'1，1約 1.6m私!のnllJh'~l 

を検/ 1 \ している。 う:欠;U，'ilfi l:山}I~~は S- 1 3 ・ 1 4 という J I~lrÎ~.に小刷版な1111iを lini，1:習するに耐ま っており 、 IJ"11: 

の恨地によるJ2i成によりI'jll、17.を受けたものと与えられる。

(~)I則ヒヒ 前 l 段11門の中1I突 I:~以跡、と泌似状。)辿枕 ヒ邸iの間 1 :は側hVnむ 1:の仰さに比べると J抑止にk~rrまっ

ているという印象を受けた。また、 筋三段IWíO)小限lr~を除去するi品Fi!もイ7を締め込むといった感があっ

た。したがつて、 如2段|附桝およむび、加 11段辺羽11附11桝!円寺の?叫辺uはま}共bに他の辿村仰附，'10.の1)1'刈州'1引I!リ|し-より強1，川J内川1行T司|であり、 1欣ド欧欠川~;ωJ~jωj地也f鮒r悦4の託辺造!3 j 

!此J戊児に必リ叫足な~'I川J

(ωGω)Iit削出化|げ的山(1似11 前 l 段附|阿附1桝与の1決皮4似仮状の辿統 1:υ:ゴt}Îo'腕iおよぴ~ilJ先 Ul~跡のIilt，出1(11である。

(7汁j主板状1"11"1出納;部l段|桝の泌板状の辿枕 1:峨である。今次1]，IJ?tの道路辿梢で検11'.された.iiliM:L:峨は
州!として然然と悦ぶような出納;ではなく、不iJ::)協な:fliみが不腕日1Iに( -ì'li5は悦ぶ附I~rもある) 配置され

ているようである。jlH1:は加2印附の小限がItl1め込まれている郎分もあり、出 I s9:1明から出2則前への
líi!lJ :の縦続'I~I:がうかがわれる。

(~l)~jll先 lニ叫跡 険/1¥ 1(liではピット状に形成され、砂自ヒと*M'(ヒの出汁 |ごがマーブル状に検11¥された部
分もあるω突き1，Iilめたによる作川でこのような泌i怖が形成されるのかは似市に検.Nしなければならない。

う玖:訓何ではml:次，VI，I内にinったj伝で・辿4111を検11¥し、 IlLiil，j)n駅附であろう泌跡なl脱却した。、1'111jはIr.i
.I tに 9km、以II~に 7km がdiMであり、この |札|ヒ 9 km をnくかたちで1I4 ìI'.nu駅附が記i られたことはJ~

j)II!，I)，IJ丙から|リlらかになっている けれ l io")，川内 'H例からは峨々な道断出跡が脱却されているが、~，VM1tJ山

JJAにおいて泊『布施 I:~i~跡に迎いがはられ、 ・11'(糾にnかれた江lb!討をJ.tiIJ比するにあたって山:地目;山.1に泊し
た胞にを行っていることがf!Jf~っている。 しかし、 科，]，'~1f.地)，'，(にはられるill附施，"，出納;の崩II 1 : 1I，~:J Ulや施 1: 

技術の1~)L;には今だよ戸.っておらず、今慢の，].'.j fîのÆì'1み ，nねな:WJ侍したい。

主主Jf支出I

li'1U愛dJi人1)1'，1跡i作IV.Iìí，l1ゐ 1 ，文化lI，f:l!l，I 1"HIH'i-，lf7X~115 J.l! Jít後"i.r~f1 ~U~ 2002 

i dl ノ 1 1・1・~J !II fll:1跡 IJ 筑伶di文化lI~ ，IIIUdlWilli訂)59 lJ! m:1をdi救fr~U会 2005 

小林司f'1i t'lo\ ilfdV，t筑後!lml辺O)J~跡駅路と似断、その州出O))ßぃ u r )1，1，7ジャーナル1!'i(iG 1 J- 2u07 
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2. 山ノハ:14j野辿跡 第6次調有
( 1 )はじめに

、lij追跡は、筑後"i大下山ノ H'j" I'~j~lfに I~r(t.する，凶刈 13m.f"'lU立のfll地に¥'j)出し、!，'J辺では、 11'iltの

削などがi恥出された徳久'1'ff，1rt辿跡、 1，，1じくq'i1to )h't?や11i代日追跡などが{i距品!された111ノH川11辿跡な

どが知られている i 今:久:，~\I内地JJiは、 Ilil{l~ にぷ，I f'i-が1lわれた111 ノ)1: 1宇j野jú跡m5次IU，IJf"ê地点の l~j ß!IHこ位

IVlする ‘|勺JX1 911~ ()JJ に InI1~!J;tl入|円である制鋪Jät氏より、'í1I却山343.58111についてl拭Jllfl• (Iffi諸制内{氏

側が筑後di救計器u会に出/11され.IIKI1I1I，UM t句の配i以i立跡、が(i，raM.(されたため、辿jfi物が辿桝に版科をf立ぽ
す IIftì~'ltがある約 38 rrfについて本l加古をソ~/i1!iすることで什なした。 本IUMrtはJf村が十Il、'iし、市r/x.19 
iド6川 1811より点卜除去を({j )アクシマ"1機に母liGして|排出向し、い:J11:7 ) J 21 11に別地の川!めぼし
をもって訓，Jf"eを終fした。

(2)倹11¥1山村，1/

m 
6SD 1 (Fig.15、P1a.23・24)

醐査地点位置図 (1/2500)

IUM内1^.:!~U'iISで検/1\ された |札|ヒh'1{'J (j)itWである 榊の刷悦は険~\された叩I!!Iで 1: I(Jil~lli3.3 tn (ぷ!内I~外

へJ広がる)、泌さ 0.6mをilliJる。J'Il1:によって大きく 3)，けに分附される。 JI~ ド}\Vi では申1110.2m ，Nの制11い

消防が 2 条&.り、 3↓!fJlIJのものは弧をJIll きながら~tと以へ、 IJljslIJのものはl削じへ延びていく隙村|をはするo

m 月次IUM内において検/1 \された 5S0::30 の延l~ ì'(ilにあたると与えられる。

1:!iL 
6SK2 

品，Jj空lベ"1央msにおいて、 6$01 に切られる If~で検出された。 雌認できる純Inlでの上1(lilli人JIIIは 1.6m、

深さは0.3mをiJIIJるe この 1:坑からのlli物のIJ¥ 1:はなかった。

一 三1-



。

C 3) 11¥ 1:辿物

;tuよ(総 CFig.16、Pla.24)

ほぽ完j隠の鉢である。6SD1 zn 
|川から/1¥J二した。 I:}1:によっ
て 1-.f11~はよさくポんでおり、法

!liは11 t下16.2.......19， I CII1、)自作

12.6 cm、日持I¥':j8.7 cmをff[IJる。11 

料は(11tかに内向する。休部ド11モ

は1"1似ヘラI'i'lり、 |二、|そは嫡ナヂ

による訓千五を1Mす。岐部は[1'1似
ヘラ切による切り開花しの後、イ4

'ぷんi1，"1のナデIY，'，lf;をを11tfiす。|人，J1M 

の色川は淡 ~11茶色、外1(liは淡w

lバ何色をはずるo

今次，UM1笠において、 j以桝から

の11¥ 1:辿物はこの J}，'，(のみで

あった。

( 4 )小島内

2m 

Fig.15 65D1商壁土層図

13.00101 
w 

砧ぉ1):
111ft日賦色帖明1 1 
2 似色鮎悶1. 1臥分IU骨世悦~むI I 11榊
古川桃色帖"1 I 
4 ，VI以色II\nll臥HI~ (脅事< ~む】|
5，IVJI!¥肌色柏村砂1枕1・，(!IωIH・小ヅ".. ，9幸似合む1111..... 
11.1品川1'1色軌蜘 11旬、分，~ "'<1-少I，lftむI J 
7 1ft 1削減色帖刺 t(f'¥lヵ・1ニ帥世代む'1

Iftl附11.峨枕(!11M'!ω J 

I也，11:
.̂If(以o.帖nt( ドt~u ，'1叫が鍋‘・}
11，'，快色帥何納1

5cm 

。
Fig.16 出土遺物実測図 (1/2)

今[111の訓内では、 6SDIが，11M1"f IX:の約、1':分を，JIめていた。とのhWは、北側で行われた111ノ川市町辿

跡加5次，J，¥Jtf.において検出された 5SD30とl，iJ .の川であると!品われる， 検/1\ ;1~7h~から、 IÏ~長流怖を利

川 した"Hìë1~1:が巧えられる。 ll'1物が乏しいため、詳細!な検討は|本|雌であるが、 1 JI"怖、ら/1¥1 : した~tl点

目H鉢は 8 11':紀後半の所産と与えられるため、 M終Jfl!沿|昨JUIは奈良H与代~~ \Il'.ωIJ(~以降と処!広される。

その他の.ìtl~Wについては、辿物が持純であるため、 11年JUIなどの枠制は不|別であるω

}i'il J.llの，U，'，I作品'i*などから、今I"I，UM内地JJAをoむ -mには太小のtfit聞がJ.::り、それらな拡制するなど
して利JrJされていた状川が飢える。今1"1検/1¥占れた榊もその 日仰|であろう。

22 
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Fig.17 遡構全体図 (1/60)
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Pla.l 

北側必ぽfJベイ干1;1:(J.'.L I~.から)

4)嗣埠嗣“Jnll*

lもiflllltV，'J1旬以全1:1:C!'L I~から)



Pla.2 

l札It，間内凶作成"/u(!'L 1てから)

l 11ノHJIWIJi'1跡出 い 2次汁JN:'j:点 (~L 1::.から)



Pla.3 

北側l都，1f'el'(u[ ~lln向日IS分検11¥ (1判から)

Jt1WJ品I.i内|メ:S 0 0 I 1 :}fi'j制然(南から)



Pla.4 

JtfJlil1都1ff.1X:S 0 0 I 1:1ドi71J出足 CJtから)

北側訓内f;{S D 01プ訓11( I'~ìから)



Pla.5 

Jt側1~，ILtf.I](jJ~i sllj i昨日IS分検11¥(昨iから)

北IIlIj，制作|ベS0 05 及び附Ifli t1ls苫~3 段|桝完拙! (出から)



PIa.6 

北側IlII，]1句|メ附l師tff~m3段|桝検111(1事u厚iから)

北側，~，\iff. 1弐附!日111S節 2 段|桁輸/J¥ (市から)



Pla.7 

Jtilli] ，ì.川内1;1(附 Itli l'fl~;r12段|納品J!i'jl]徒出 l段|柄峨III( I~iから)

北側訴]11:.1)(:断l (:rj m~Jj1 1段附3刊I!(出から)



Pla.8 

JtfillJ訓JI"'t!~附l(lI ;'fl~m 1 f則前輪1I¥ (以から)

」ヒ~IIJ訓IJ1旬以附l (ij ì~llm 1 段附検IJ¥ (刊から)



Pla.9 

北川l訓f'f.1ベ北i柁卜川拙l伐(1'~，iIIliから )

":'" ;.111' ，. 

北flliJ訓f'f.i)<jr l\'~ 阿fllil出向15分 I:)門 (I-f-jから)



Pla.l0 

1~j(lliJ iUld作 |弐検1 1 \ CJ，jJから)



Pla.l ] 

imlliJ品J1'日メ:SD 01'/己品11(北から)

市fHlI，制作:1)(:S D 05仙デi三制 Cltから)



Pla.12 

|制l[i!a/Mff. 1X:附 l (tiìjl~m 2段|附峨11¥(北から)

l判例Lìlo\lf'f. l天開 rM日I~加 l 段i附検11¥CIじかち)



Pla.13 

1~jßIIJ訓fil -<~名 Iflìf{Mn 1 sil明検11¥2 (北から)

i告側，U:，Iff1>(附IfIil.{iSzj'i1 ßlIIIJf I}~fllIJÌI't1k!~" r検11¥ (.jヒから)



Pla.14 

1)!ï側訓内I~(附I fIi1~iS前 l 段IIj.líì，位制l立び必IJ突出検11¥ (.jヒから)

1 .~HIlIJ.間内 l，z断 I (li l'fl>în 1段附波艇状辿続 1-.脇般/1¥ CJtからi



Pla.15 

出迎凶凶副〉く断州市街 I I'!J: I梢~'.::~1111 Cltから)

S X 02 I:J(・"laJl従 (I，Mから)



Pla.16 

S Xげ先制 (I{li*から)

S X 23検111(北川から)



Pla.17 

S X 23完射1111(北，fLjから)

l制1[11訓内|メ:，事i峨 I/q側出部分 H什制梨 uヒl泊ーから)
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Pla.20 
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Pla.21 

12・50 L2-55 J2・60
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Pla.22 
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Pla.23 

t1.1.¥11"1:1，'(全l:!(!Uから)

6SD) I判明 1:川拍片足Cltから)



Pla.24 

6SDl完制状況 (jtから)

6SO 1 11 ¥ 1:辿物
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